












膜性増殖性糸球体腎炎(membrano pro1iferative glomerulonepnritis:MPGN)は,好発年令が

小児期から青年期にあるため,West の報告以来特に小児科領域での検討が多く認められる

疾患であるが,本邦においては,学校検尿の普及により軽症例(早期例?)から重症例まで広

い臨床スペクトラムを呈すること及び,いわゆるatypical MPGNが多く報告されていること

が特徴である。 

MPGN の臨床病理学的検討を進めるためには,以上述べた本邦の特殊性は極めて重要なこと

であり,現時点で全国的規模での研究を行うことは有意義と考えられる。 

今回厚生省班研究において MPGN が研究対象として取りあげられ,初年度研究として

retrospective study が開始された。 

検討計画は,まず,各施設におけるMPGN症例を登録させ,病理担当者により組織学的にMPGN

の病型分類を行い，厳密に定義されたMPGN 症例について臨床 data の集計を行い臨床病理

学的検討を行うということであった。 

しかし初年度であり・時間的余裕がないため,今回は各施設で病理組織学的に MPGN と診断

した症例について，retrospective study を行い,我が国における小児期 MPGN の臨床像の

概要を把握し,次年度以降の研究計画に役立たせることを目的として以下の検討を行った。 


